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図表２ マイナス金利の仕組み：３段階の階層構造 

図表１ ＩＭＦの経済見通し 

（出所）IMF「World Economic Outlook」 
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図表３ イールドカーブ 

図表４ 金融機関収益 
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図表５ 主要先進国の長期金利 

図表６ 主要先進国の名目ＧＤＰ成長率 
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図表７ 主要先進国の実質ＧＤＰ成長率 

図表８ 主要先進国のＧＤＰデフレータ変化率 
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図表９ 成長率とインフレ率 

図表１０ 日本の長短金利と名目ＧＤＰ成長率 



90

95

100

105

110

115

120

125

└ 2012 └ 2013 └ 2014 └ 2015 └ 2016

鉱工業生産 消費総合指数（実質） 世界貿易量 資本財総供給 実質輸出 

2010年=100 

（注）季節調整値。 

（出所）経済産業省「鉱工業指数統計」「鉱工業総供給表」、内閣府「消費総合指数」 

    オランダ経済政策分析局「CPB World Trade Monitor」、日本銀行「実質輸出入」 

第二次安倍政権発足   QQE             消費税増税 QQEの拡大   マイナス金利付QQE 

           12年12月 13年4月     14年4月    14年10月      16年1月                                

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

98

100

102

104

106

108

110

112

114

116

118

└ 2012 └ 2013 └ 2014 └ 2015 └ 2016

常用雇用指数 うち一般労働者 うちパートタイム労働者 失業率（右目盛） 

2010年=100 ％ 

（注）季節調整値。 
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図表１１ 生産、消費、投資の動き 

図表１２ 雇用指数と失業率 
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図表１３ 地域別有効求人倍率 

図表１４ 時間名目賃金と実質賃金（季調済） 
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図表１５ 賃金と雇用と所得 

図表１６ 個人消費の指標 

図表１７ ＣＰＩ（除く生鮮）前年比の分解 
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図表１７ ＣＰＩ（除く生鮮）前年比の分解 


